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令和３年９月１日 第29号(1)

　
君
津
地
域
の
水
稲
作
付
面
積
は
5,280 

ha
（
令

和
２
年
）
で
す
が
、
そ
の
中
で
近
年
の
台
風
に

よ
る
被
災
、
米
価
の
下
落
等
で
離
農
が
進
み
、

若
手
生
産
者
に
面
積
が
集
中
し
て
き
て
い
ま
す
。

面
積
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
の
技
術
向
上
と
、

機
械
や
作
業
の
融
通
及
び
農
地
の
集
積
に
向
け

た
生
産
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
６
月
18
日
袖
ケ
浦
市
農
業
セ
ン

タ
ー
で
、
君
津
４
市
の
水
稲
若
手
生
産
者
に
向

け
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り
講
師
を
招
い

て
、
研
究
段
階
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
た
簡
単
な
水
稲
の
生
育
診
断
技
術
等
の
紹

介
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の

実
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、袖
ケ
浦
市
の「
ふ

さ
お
と
め
」
栽
培
ほ
場
に
て
、
中
干
し
現
地
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
内
容
に
つ
い
て
参
加

者
か
ら
は
、「
生
育
診
断
技
術
が
実
用
化
し
た

ら
ぜ
ひ
使
い
た
い
。」「
中
干
し
ほ
場
を
見
学
で

き
、
参
考
に
な
っ
た
。」
と
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
研
修
会
の
最
後
に
は
、
参
加
者
同
士
で
意
見

交
換
の
時
間
を
設
け
、
普
段
話
す
機
会
の
な
い

地
域
の
生
産
者
と
の
情
報
交
換
が
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
農
業
事
務
所
は
今
後
も
研
修
会
を
開
催
し
、

技
術
の
向
上
の
た
め
新
し
い
技
術
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
生
産
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　（
小
山
）

水稲の生育診断技術の紹介中干し現地研修

ドローンを使ったセンシングの実演生産者同士での意見交換

君
津
地
域
水
田
作
の
将
来
を
担
う

　
　
　
　
　
　
　
　
若
手
生
産
者
の
交
流

〜
水
稲
中
期
管
理
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
〜



令和３年９月１日 第29号(2) 普及だより きみつ

　
君
津
市
・
富
津
市
を
中
心
に
、
最
近
、

ニ
ン
ニ
ク
の
生
産
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
30
年
度
か
ら
、Ｊ
Ａ
き
み
つ
及
び

全
農
ち
ば
が
ニ
ン
ニ
ク
の
生
産
を
推
進
し

て
お
り
、
現
在
は
、
約
30
名
が
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
近
年
、
中
山
間
地
域
の
農
業
で
は
イ
ノ

シ
シ
や
サ
ル
な
ど
に
よ
る
鳥
獣
害
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ニ
ン
ニ
ク

は
他
品
目
と
比
較
し
て
被
害
が
少
な
い
傾

向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
君
津
地
域

で
の
普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
君
津
農
業
事
務
所
で
は
ニ
ン
ニ
ク
の
安

定
生
産
に
向
け
て
、①
栽
培
講
習
会
、②
ほ

場
巡
回
、③
現
地
試
験
・
調
査
の
３
つ
の
取

組
を
核
に
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
て
現

場
の
課
題
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
①
栽
培
講
習
会
】

　
今
季
の
振
り
返
り
と
来
季
に
向
け
た
栽

培
上
の
注
意
点
な
ど
を
生
産
者
と
確
認
す

る
た
め
に
、
例
年
７
月
に
、
種
苗
メ
ー
カ
ー

や
全
農
ち
ば
の
担
当
者
と
共
に
、
講
師
と

な
り
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
②
ほ
場
巡
回
】

　
ほ
場
で
の
生
育
状
況
の
確
認
と
今
後
の

栽
培
管
理
指
導
の
た
め
に
、
生
産
者
の
ほ

場
巡
回
を
年
に
数
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

病
害
虫
の
防
除
適
期
前
な
ど
、
栽
培
管
理

上
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
時
期
に
巡
回
す
る

こ
と
で
、
情
報
共
有
だ
け
で
な
く
栽
培
技

術
の
向
上
を
図
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
③
現
地
試
験
・
調
査
】

　
君
津
地
域
で
ニ
ン
ニ
ク
の
生
産
が
普
及

し
て
３
年
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
、
ニ
ン

ニ
ク
の
重
要
病
害
で
あ
る
春
腐
病
の
発
生

や
、
収
穫
物
の
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
収
量
が

上
が
ら
な
い
な
ど
の
栽
培
上
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
問
題
の
解
決
策
を
検
討
す
る
た

め
に
、
昨
年
度
、
生
産
者
の
協
力
を
得
て

現
地
で
栽
培
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
試
験
は
、①
種
子
重
量
、②
定
植
時
期
、③

株
間
、④
基
肥
の
窒
素
成
分
の
４
項
目
に
つ

い
て
、
条
件
を
変
え
た
試
験
区
を
そ
れ

ぞ
れ
設
置
し
て
、
生
育
期
間
中
の
植
物
体

及
び
収
穫
物
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
重
量
３
グ
ラ
ム
以
下
の
種

子
を
植
え
付
け
た
場
合
、
十
分
な
大
き
さ

の
収
穫
物
に
な
ら
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
た
め
、
植
付
け
に
使
用
す
る
種
子
は
５

グ
ラ
ム
以
上
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
定
植
時
期
に
つ
い
て
は
、

11
月
よ
り
も
10
月
中
に
定
植
し
た
方
が
良

品
質
な
ニ
ン
ニ
ク
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

来
季
は
な
る
べ
く
10
月
中
に
定
植
す
る
よ

う
に
生
産
者
へ
周
知
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　
ニ
ン
ニ
ク
は
収
穫
後
に
調
製
し
て
、
乾
燥

さ
せ
た
後
、
再
度
調
製
を
行
っ
て
出
荷
し
ま

す
。Ｊ
Ａ
き
み
つ
で
は
２
か
所
の
出
荷
場
に

ニ
ン
ニ
ク
乾
燥
機
を
導
入
し
て
お
り
、
生
産

者
か
ら
出
荷
場
へ
持
ち
込
ま
れ
た
収
穫
物
を

乾
燥
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
乾
燥
技
術
に
は

ま
だ
不
安
定
な
部
分
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
、
乾
燥
の
前
後
に
お

け
る
収
穫
物
の
状
態
変
化
、
例
え
ば
乾
燥

後
に
適
切
な
水
分
率
に
な
っ
て
い
る
か
ど

う
か
、
腐
敗
の
発
生
は
起
き
て
い
な
い
か

な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。
調
査
に
よ
り
、

乾
燥
に
お
け
る
現
状
の
問
題
を
明
確
に
し
、

今
後
の
改
善
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

【
君
津
地
域
の
特
産
品
を
目
指
し
て
】

　
今
年
は
、
暖
冬
と
３
月
の
高
温
の
影
響

に
よ
り
、
例
年
と
比
較
し
て
栄
養
過
多
の

傾
向
で
、
品
質
が
低
下
す
る
な
ど
の
問
題

が
発
生
し
、
良
品
質
な
ニ
ン
ニ
ク
の
割
合

が
低
下
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
ほ
場
巡
回
や
現
地
試
験
の
結
果

を
も
と
に
、
君
津
地
域
に
お
け
る
ニ
ン
ニ

ク
の
栽
培
や
乾
燥
技
術
を
確
立
し
て
、
生

産
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
　
　（
奥
寺
）

ほ場巡回

新
た
な

　
地
域
特
産
品
へ
の
取
組

〜
ニ
ン
ニ
ク
の

　
　
　
安
定
生
産
に
向
け
て
〜

現地試験ほ場

乾燥中のニンニク



令和３年９月１日 第29号(3)普及だより きみつ
【
愛
称
の
決
定
】

　
千
葉
県
は
日
本
な
し
の
栽
培
面
積
、
収
穫

量
、
産
出
額
が
全
国
第
１
位
で
あ
り
、
名
実

と
も
に
「
日
本
一
の
ナ
シ
の
産
地
」
で
す
。

県
で
は
、
大
き
な
果
実
、
柔
ら
か
で
な
め
ら

か
な
果
肉
が
特
徴
の
新
品
種
を
、
12
年
か
け

て
開
発
し
、
そ
の
愛
称
を
　「
秋
満
月
（
あ

き
み
つ
き
）」
と
し
ま
し
た
。

　
一
昨
年
、
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全

国
か
ら
5,715
点
も
の
応
募
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

中
か
ら
、
県
産
農
産
物
の
流
通
関
係
者
で
構

成
さ
れ
る
委
員
会
で
、
品
種
の
特
徴
、
親
し

み
や
す
さ
、
イ
ン
パ
ク
ト
な
ど
様
々
な
視
点

か
ら
選
考
し
、
決
定
し
ま
し
た
。

 

　「
秋
満
月
」
と
い
う
愛
称
は
、
収
穫
の
秋
、

満
月
の
よ
う
に
大
き
く
実
っ
た
ナ
シ
に
、
農

家
と
消
費
者
の
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
秋
満
月
の
特
徴
】

　
秋
満
月
の
特
徴
と
し
て
、
果
実
は
大
き
く
、

果
肉
は
柔
ら
か
く
な
め
ら
か
で
、
果
汁
は

た
っ
ぷ
り
。
甘
み
が
強
く
、
酸
味
が
少
な
く
、

食
味
は
と
て
も
良
い
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

９
月
中
下
旬
か
ら
収
穫
で
き
、
従
来
品
種
よ

り
も
長
持
ち
す
る（
常
温
で
28
日
）品
種
で
す
。

【
今
後
の
展
望
】

　
秋
満
月
は
、
今
年
の
秋
に
デ
ビ
ュ
ー
を
迎

え
ま
す
が
、
木
更
津
市
内
で
数
戸
が
収
穫
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
生
産
量
が
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
の
に
は
も
う

少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

　
千
葉
の
ナ
シ
は
、
７
月
下
旬
の
幸
水
か
ら
、

豊
水
、
あ
き
づ
き
、
そ
し
て
９
月
中
旬
の
新

高
ま
で
、
時
期
に
よ
っ
て
様
々
な
味
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
今
年
か
ら
は
、
秋

満
月
も
こ
れ
ら
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
わ
り

ま
す
。

　
秋
満
月
を
は
じ
め
と
す
る
千
葉
県
の
お
い

し
い
ナ
シ
を
多
く
の
方
々
に
是
非
、
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
田
中
）

給食米生産ほ場での研修時の様子
（木更津市より提供）

ナシ新品種「秋満月」

　
木
更
津
市
で
は
、
平
成
28
年
度
に
制
定
し

た
「
木
更
津
市
人
と
自
然
が
調
和
し
た
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組

の
１
つ
に
化
学
合
成
農
薬
、
化
学
肥
料
不
使

用
の
「
き
さ
ら
づ
学
校
給
食
米
」（
以
降
、

給
食
米
）
の
取
組
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
で

３
年
目
と
な
る
本
取
組
で
は
、
市
内
13
名
の

生
産
者
の
協
力
を
得
て
、
計

１５.４ 

ha
で
給
食

米
を
生
産
し
、
市
内
の
小
中
学
校
の
学
校
給

食
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
な
る

生
産
拡
大
に
向
け
て
、
雑
草
防
除
や
収
量
確

保
へ
の
対
策
な
ど
、
給
食
米
の
栽
培
技
術
確

立
が
不
可
欠
で
す
。

　
そ
こ
で
、
木
更
津
市
で
は
給
食
米
の
栽
培

技
術
確
立
を
目
的
と
し
て
、
専
門
家
に
よ
る

技
術
指
導
研
修
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
農
業

事
務
所
も
、
こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
技
術

的
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
修
で
は
、
給
食
米
の
栽
培

技
術
と
し
て
、
ポ
ッ
ト
に
よ
る
育
苗
や
本
田

の
水
管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
指
導
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
６
月
に
行
わ
れ
た

研
修
で
は
、
雑
草
の
抑
制
技
術
に
つ
い
て
、

細
か
な
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
生

千
葉
県
育
成
ナ
シ
新
品
種

 「
秋
満
月
」が

　
　
　  
発
表
さ
れ
ま
し
た

あ
き

つ
き

み

産
者
の
ほ
場
で
、
実
際
に
水
稲
の
生
育
の
様

子
や
雑
草
の
発
生
状
況
の
確
認
を
行
い
、
中

干
し
の
開
始
及
び
終
了
の
時
期
な
ど
、
今
後

の
栽
培
方
針
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

【
今
後
の
普
及
活
動
に
向
け
て
】

　
給
食
米
の
栽
培
技
術
確
立
に
向
け
て
、
農

業
事
務
所
で
も
生
育
、
収
量
調
査
を
行
い
、

技
術
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
既
存
の
栽

培
技
術
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
木
更
津
市
の
気

候
や
土
壌
に
適
し
た
栽
培
体
系
を
確
立
し
、

市
内
の
小
中
学
校
の
学
校
給
食
に
安
定
的
な

供
給
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
市
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　（
池
田
）

き
さ
ら
づ
学
校
給
食
米
に
つ
い
て

〜
木
更
津
市
の
取
組
〜



★
今
後
の
農
地
の
こ
と
で

　
　
　

不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
地
域
の
農
地
・
農
業
を
支
え
て

き
た
方
々
が
高
齢
化
す
る
中
で
、

後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
な
ど
、
多
く
の
集
落
が
人
と
農

地
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
今
は
き
れ
い
に
耕
作
さ
れ
て
い

て
も
、
５
年
後
、
10
年
後
に
耕
作

さ
れ
る
方
は
決
ま
っ
て
い
ま
す

か
？

　
農
地
の
貸
し
借
り
は
、
公
益
社

団
法
人
千
葉
県
園
芸
協
会
（
農
地

中
間
管
理
機
構
、
以
下
「
機
構
」

と
い
う
。）
が
行
う
農
地
中
間
管

理
事
業
の
活
用
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

　
農
業
か
ら
の
リ
タ
イ
ア
を
考
え

て
い
る
が
、
後
継
者
が
い
な
い
。

耕
作
面
積
を
減
ら
し
た
い
が
、
貸

す
相
手
が
見
つ
か
ら
な
い
。
相
続

し
た
農
地
の
管
理
に
困
っ
て
い
る

な
ど
の
理
由
か
ら
、
貸
し
た
い
農

地
が
あ
る
方
は
、
農
地
の
あ
る
市

や
機
構
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
機

構
が
農
地
の
受
け
手
を
探
し
ま
す
。

ま
た
、
貸
し
付
け
を
希
望
す
る
受

け
手
が
い
る
場
合
も
御
相
談
く
だ

　
本
県
農
業
の
担
い
手
及
び
指
導
者

を
目
指
す
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
　
農
学
科
80
名
、
研

究
科
20
名
（
推
薦
入
学
で
募
集
す

る
者
を
含
む
）

▼
試
験
期
日　

【
推
薦
入
学
】

 

　
　
　 

令
和
３
年
10
月
26
日


【
一
般
入
学
】

 

Ａ
日
程 

令
和
４
年
１
月
７
日


 

Ｂ
日
程 

令
和
４
年
２
月
15
日


▼
願
書
受
付

【
推
薦
入
学
】

 

　
　
　 

令
和
３
年
９
月
24
日


～
10
月
８
日


【
一
般
入
学
】

 

Ａ
日
程 

令
和
３
年
12
月
３
日


～
12
月
16
日


 

Ｂ
日
程 

令
和
４
年
１
月
24
日


～
２
月
４
日


▼
試
験
実
施
場
所

　
千
葉
県
立
農
業
大
学
校
山
武
校

　
山
武
市
大
木
13

　（
旧
山
武
市
立
山
武
西
小
学
校
）

▼
問
合
せ
　
千
葉
県
立
農
業
大
学

校
東
金
校
試
験
事
務
局

電
話 

０
４
７
５（
５
２
）５
１
２
１

千
葉
県
立
農
業
大
学
校

令
和
４
年
度

　
　

入
学
生
の
募
集

令和３年９月１日 第29号(4) 普及だより きみつ

さ
い
。
機
構
が
賃
料
の
徴
収
・
支

払
い
を
行
い
ま
す
。

　
一
方
、
経
営
規
模
を
拡
大
し
た

い
が
、
農
地
を
借
り
る
方
法
が
分

か
ら
な
い
受
け
手
の
方
の
困
り
ご

と
も
、
農
地
を
希
望
す
る
市
や
機

構
に
相
談
く
だ
さ
い
。
機
構
が
借

り
受
け
農
地
の
公
募
を
し
ま
す
。

★
管
内
の
農
地
バ
ン
ク
活
用
状
況

　
君
津
農
業
事
務
所
で
は
、
管
内

４
市
や
機
構
と
連
携
し
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
を
防
ぎ
、
担
い
手
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
を
進
め
る
た

め
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
制
度
へ
の
理
解
の
浸

透
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
の
実
績

は
98 

ha
（
担
い
手
へ
の
貸
付
面
積
）

に
達
し
、
令
和
２
年
度
末
の
累
計

実
績
は
、
350 

ha
に
伸
び
て
い
ま
す
。

機
構
が
、
農
地
を
貸
し
た
い
農
業

者
と
借
り
た
い
農
業
者
を
仲
介
し
、

貸
し
借
り
を
円
滑
に
行
う
橋
渡
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
主
な
活
用
事
例

　
令
和
２
年
度
は
、
君
津
市
上
湯

江
地
区
（
10 

ha
）、
富
津
市
西
川

地
区
（
９
ha
）、
袖
ケ
浦
市
百
目

木
地
区
（
13 

ha
）
な
ど
４
地
区
で
、

地
域
の
話
し
合
い
に
よ
る
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
作
成
や
更
新
に
よ
り
、

担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
が

進
み
ま
し
た
。

 

　
農
業
者
が
共
同
で
草
刈
り
や
水

利
施
設
・
農
道
の
維
持
保
全
な
ど

に
取
り
組
む
「
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
」
の
活
動
組
織
な
ど
で
、

農
地
の
貸
し
借
り
の
話
し
合
い
が

活
発
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
農
地
バ
ン
ク
活
用
の
メ
リ
ッ
ト

　
機
構
に
農
地
を
貸
し
付
け
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
と
、
地
域
や

農
地
の
出
し
手
に
機
構
集
積
協
力

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
地
域
集
積
協
力
金
】

　
地
域
の
話
し
合
い
（
人
・
農
地

プ
ラ
ン
）
に
よ
り
、
機
構
に
ま
と

ま
っ
た
農
地
を
貸
し
付
け
た
場
合

に
、
地
域
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
令

和
３
年
度
の
交
付
単
価
は
、
地
域

内
農
地
の
貸
付
割
合
に
応
じ
て
、

一
般
地
域
で
は
10
ａ
当
た
り
１
万

円
か
ら
２
万
２
千
円
、
中
山
間
地

域
で
は
10
ａ
当
た
り
１
万
円
か
ら

２
万
８
千
円
で
す
。

【
経
営
転
換
協
力
金
】

　
離
農
す
る
、
又
は
水
田
と
畑
の

両
方
で
耕
作
す
る
方
が
、
い
ず
れ

か
一
つ
に
専
念
し
、
部
門
を
減
少

す
る
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
農
地
を

機
構
を
通
じ
て
受
け
手
に
貸
し
た

場
合
、
協
力
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

（
令
和
５
年
度
を
最
後
に
廃
止
）

令
和
３
年
度
の
交
付
単
価
は
、
10

ａ
当
た
り
１
万
５
千
円
で
す
。（
１

戸
当
た
り
上
限
額
50
万
円
）

　
詳
細
は
、
君
津
農
業
事
務
所
企

画
振
興
課
、
各
市
農
政
担
当
課
、

千
葉
県
園
芸
協
会
農
地
部
（
電
話

０
４
３―

２
２
３―

３
０
１
１
）

ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　 

（
企
画
振
興
課
）

農
地
バ
ン
ク

　
（
農
地
中
間
管
理
機
構
）

　
　
　

を
活
用
し
ま
せ
ん
か

人・農地プランの地域の話し合い


